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生活面について

特別支援学校に通っているので近所に友達が

いませんが、地域との交流はどのようにしていけ

ばよいでしょうか

地域の行事に参加することなどにより、交流

の機会を増やしてみるのもよいでしょう。最近は、

特別支援学校と地域の学校との個人交流を実施し

ているところもありますので、交流希望について

は学校の先生とよく相談してください。

発語がなくコミュニケーションのとり方も分

からないので、学校で本当に楽しめているのか心

配です。学校での様子を知りたいのですがどのよ

うに連携をとればよいでしょうか

幼稚園や保育所と違って、送迎の関係で小学

校や特別支援学校では学校の先生と直接話しがで

きる機会が減ることもあります。このような場合、

家庭と学校の連絡帳を利用して、家庭内のことを

伝えるとともに、先生から学校での様子を知らせ

てもらうことがよいでしょう。また、心配しすぎ

て教室をのぞこうとする方もいらっしゃいます

が、そういう行動が余計子どもの問題行動を誘発

させることもありますので、連携がとれれば安心

して任された方がよいでしょう。

トイレの利用方法など社会的なマナーをどの

ように伝えればよいでしょうか

外出先でトイレに行けなくて困るということ

は少なくありませんが、その「困る」ことが今に

始まったことでないならば、場所や時間や臭いだ

ったりいろいろな理由が子どもにはあるはずで

す。何が原因なのか探ることで解決の糸口が見つ

かるかもしれません。また、トイレ以外でも公共

の場所での行動に戸惑う子どもの姿をよく見かけ

ますが、良い経験を重ねることが最も重要なこと

であるように思います。ただ、それは良い経験で

す。いやな経験をいくら重ねてもその場面になる

とフラッシュバックで蘇り、マナーなど教えるこ

とさえできなくなります。良い経験を幼い頃から

積むことで社会のルールやマナーを受け入れてく

れるのではないでしょうか。

行動面について

急な走り出し、落ち着きのなさ、こだわりな

どに戸惑ってしまいます。どのように関わればよ

いでしょうか

気持ちのままに行動してしまうことが多いで

すが、事前に、「手をつないで歩く」など約束を

しておくことも必要です。「歩く」、｢止まる｣とい

うように単純明快に分かりやすく伝えましょう。

こだわりについては、どこまでが許せる範囲なの

かを決め、その分かりやすい手がかりを示しつつ

関わることが大切です。

小さい子どもが持っているおもちゃなどに興

味を示して取り上げて怪我をさせてしまうのでは

ないかと心配です。注意しても注意されたことが

理解できず、同じことを何度もします。どう対応

すればよいでしょうか

他人に手を出しそうになった時には、見逃さ
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ずにその行為を止めてください。そしてなぜ手を

出したり取り上げようとしたのかをこどもの気持

ちを代弁し感情的に叱らないようにしましょう。

注意されても理解できず繰り返し注意をしなけれ

ばならない場合は、他人に手を出していない時に

より積極的に関わりを持つようにし、時には新し

いアイテムを提供するなどして同一集団において

他人に「手を出す」体験を減少させることも必要

になります。

学校について

肢体不自由児に対する学校への設備面の希望

や要望は誰に伝えたらよいのでしょうか ま

た、長期入院中の子どもは、欠席扱いになるので

しょうか

肢体不自由養護学校については、設計の段階

から施設・設備面でいろいろと配慮しています。

しかし、小学校の肢体不自由学級ではまだまだ不

十分なところがあります。設備面の要望について

は、園を通じて学校へ伝えていただくといいでし

ょう。しかし、すぐに要望に応えられるとは限り

ません。

　また、長期入院中は原則として欠席扱いになり

ますが、院内学級のある病院では転校手続きをと

れば、転校生の児童として出席扱いになります。

発達障害に対しての理解や啓発はどのように

されているのでしょうか

発達障害については、マスコミでも取り上げ

られるようになり、国民の関心があがってきてい

ます。県では、発達障害支援センターの設置によ

る相談・支援機能の充実を図るとともに、県立教

育研究所と学校教育課が連携し、講演会や冊子・

リーフレット発行をし理解啓発に努めています。

また、県とNPOが連携して公開講座を開催した

り、PTAなどを対象とした講座を開催したりして

います。

年度途中で、特別支援学校へ転校できます

か

子どもさんの症状が急に悪化したり、事故な

どにより緊急を要する場合は、臨機応変に対応し

ています。しかし、基本的には市町村教育委員会

の就学相談などで、子どもさんがどこで学ぶのが

いいのか相談しましょう。

兄弟について

障がいのある兄弟の理解はいつできるもので

しょうか また兄弟にどのように説明すればよ

いでしょうか（兄８歳・妹４歳の場合）

兄弟との関係は難しいですね。でも兄弟だか

らこそ解決できるとも思います。特に男の子は黙

っていることが多く、小爆発を繰り返し兄弟の障

がいを認知していくのではと考えます。つまり葛

藤はありますが年相当の葛藤を経て兄弟関係を築

いていくようです。ただ、一般的な中傷や差別的

な言動に遭遇した時には「」だけで済ませてし

まうことがあるかもしれません。その際には、親

として感じたこと（例えば「ひどいこと言う人も

いるもんだね。お母さんだって腹立つわよ で

も、世の中には言っても分からない人がたくさん

いるから相手にしないことも必要ね」）と話して

みるのもよいかもしれません。10歳前後になった

ら理解ができると思いますので、障がいのある妹

の話しはしっかりしてあげてください。妹が生ま

れる前の話し、妹が生まれた時の話し、障がいが

あることが分かった時の話し、そしてこれからど

うするかの話しとお兄ちゃんの役割など（「手伝

って」、「面倒みて」ではなく、妹にはどうしてあ

げたいか聞いてみてください）きっと分かってく

れます。



,+,+

放課後支援について

放課後支援について詳しく聞かせてください。

県内では学童期放課後の支援をする場所とし

て各市町村が（主に児童福祉関係）、学校の近辺

に設けています。所によっては市町村や社会福祉

機関が設置したり、保護者が中心となっている所

もあります。障がいがある児童や支援の必要な児

童が利用するには全く門戸が狭いというわけでは

ありません。しかし児童数や支援員の体制によっ

ては事情が違います。教育委員会との連携が進む

市町村もありますのでお住まいの窓口にお尋ねく

ださい。なお、県子ども家庭局・子ども家庭課が

中心となって発達障害児の理解や支援についての

講座や、勉強会を行うなど積極的な動きも見られ

ます。
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